


371　府民所得

第17　章　　府　民　所　得

（1）昭和31年府民所得の概観

1．鮨　　　　　　　　　括

昭和31年府民所得は経額6200億円で、前年の4995億円よりも24．1％増加しており、これを府民1人当りでみる

と年間13万1千円となり、前年の10万8千円より21％も多くなっている。さらに全国と比較すると、国民所得7兆

4272倍円のうち、大阪はその8．3％で約12分の1を占める勘定になる。増加率も全国の13．4％に対し、大阪はその2

一倍近い24・1％の増加で、1人平均でみても、大阪の13万1千円は全国の8万2千円に比べるとはるかに高い。

このことは、府民所得を昭和器年基準の物価指数でデフレートし、物価の上昇を加味した実質所得でみても同じで、

府民師等総額は55彪臆円で、1人当りにすれば117了フ千円となり、それは全国1人当り7万1千円の⊥6倍も大きい

所得にあたる○　しかも31年の実質所得増加恨、全国が総額で10．3％、1人平均9．2％にとどまっているのに対し、大

阪はそれよりも7．4％と5．5％も大きい値を示して総額で17．7％、1人当りで14．7％の増加とならている。

このように大きな増加を示した原因としては、31年後半からおとずれた、神武景気、が大阪肝民経済を大きくうる

おしたことがあげられる。

ともかくそれによって府民1人1人の実質所得も全国平均をはるかに上廻っ七、府民の経済生活も全国に比べて相

当高い水準を維持することができ、31年はとくにその程度は大きかつたものと想像される。

ではこのような所得の推移はどのような構成と内容をもっているか、以下に分配所得、産業別個人所得、個人支出

を各項目別に説明する。

2．府　民　分　配　所　簿

分配所得に総額で62∞億円で前年より24．1％多くなっていることは前にも迷べたが、各項目とも一般に10％以上

多くなって全般に好況経済の恩沢に浴しているが、なかでも法一㌧所得は、前年より192．9％、そのうちの法人留保は

3349gと非常に人きた成l主をしめして、ヒ神武景気、の主体がこの部門にあったことを物語っている。そのほか公営

事業も370％と佃当の剰余金を残しているのか目立つ。

これらについでは、個人賃貸、利子所得がそれぞれ131．3％、125．4％と大きく発展しているが、これに対して構成

比が全体の弧3％と半分以上をしめた勤労所得は、115％に上昇、全体の24．6％をしめた個人業主所得は122．9％にと

どまっている0これらは31年に訪れた経済景気は法人に厚いものがあったけれども個人業主や動労所得になると段々

恩恵の程度も薄くなって来ていることをう1、がわしめる。いまこれを所得項目別に細かく調べてみると、動労所得の

仝裾二占める刊合は弧3％で前年の65．1％．より多少下廻っているが、それでも総所得頴では15％の上界となり景気が

動労所得者層にも少しは影苦を与えたことを示している。掛方節制二ついで低率にとどまった個人業に所得は1528

億円で全体の24■6％をしめているが、年間では22，7％の上昇にとどまって、総額のヰ均上昇率24．1％より多少低くな

っているロこれは勤労所得を除く他の部門のなかでは、この項目が最も低迷を続け、一般の好況にもかかわらず、個

人経営企業の業績があまり振わなかったためであろう。産業別割合では、第三次産業が、卸売小売業の伸長を反映し

て最も大きく鉱％をしめ、ついで製造業を主体とする第二次産業刀％の煩で、第三次産業はわずか11％にしかならな

また勤労所得、個人業主所得の低迷したのに対し、個人賃貸料所得は前年に対し好謁に131．3％と大きく伸びて総領

で198億円となっているが、この項目の伸びた理由としては、31年における各種産業の一般的活況が企業規模の拡大

を誘発し、しかも年々大量の人口が本府に流れ込んで、いきおい土軋家屋に対する需要が激増し、それによって家

賃地代が上昇したためと考えられるが、この項目は次の利子所得とともに全体にしめる割合は僅少である（3．2％）。

個人利子所得は前年より詰・4％増加し、法人所得、賃貸所得等についで大きくのびた項目であるが、全体がしめる

割合は昨年とあまり変らず4．0％内外の小率にとどまっている。

しかしながら・此の項月の増加は家計所得の増加とそれによる貯蓄投資の増進を意味し、府民個人の経済生活のう

るおいを示す一指標ともみられるものであるから、31年の景気の府民個人生活にもたらした恩沢の程度を示すものと
して注目に備する。

最後に法人所得は822位円で全体の13．2％をしめ、しかも前年に比べる192．9％と実どこ薫くべき発展をしているが、

これは繰返しあいうように31年の好況がいかに法人企業に幸いしたかを端的に示している。とくにそのなかでも製造

府丘粛欝　　訂2

薫・別、売業、金融保険不動産業がその主体をなしている0法人所得のうちでは法人税が前年の芸1億円から369億円

と47％上昇し・租税の財源整保に大きな役割を果したものと思われるが、それでも法人捻所得の年間ののぴ92．9％に

比べれば非常に低く・とくに法人留保分刀4％の上昇のわずか約5分の1ほしかあたらない。いずれにしてもこの法

人所得ののぴが・31年府民所得の芙練を大きく決定すけていることに間違いない。

3．産業別府民個人所得

分配所得の章で産業別にもかなりくわしくのべたからここでは個人所得のみについて産業別に組番えた形で、その

おのおのの傾向をなかめてみることにする0（ただしここでは便宜上勤労及び薫主所得のみ産業別に組替え、利子賃貸

所得等については別個に扱うことにする）。大阪府においては農林水産業は一般に低調であり、31年所得総額のうちで

もわずか3・3％（以下いずれも利子・賃貸料等所得は含まず、社会保険糾ま含めた数字である）をしめるにすぎない。

これに反して他の産業ほお・4％で非常に大きく、しかもそのうち製造業、別、売薬、サービス業はいずれも全体の12

％以上をしめ、そのうちとくに製造業は全体の刃．7％であり、本府産業がいかに商工業を中心として発展してきたか

を物つている。

ところで各産葉にわたり、その所得を増加率でみると、トップは金融保険不動産業で、勤労所得におけるこの種産

業の大きな発展がそのまま反映している。

金融保険不動産業についでは卸売小売業の121．5％、製適業の114．8％が続いている。

また製造業は上記のものに比較してあまり伸びていないが、これは全所得のうちでしめる割合が刀．7％と非常に大

きく・そのため率のうえではあまり上昇していないが・額のうえでは1932億円と、その増加は31年栓個人所得額の

増加の知％をしめていることをみれば、その大かたのいきさつはつかめるであろう。これにひきかえ公乳サービス

業・鉱業、建設業や第一次産業は一般に低調で（林業は例外）いずれも増加率は10％内外にとどまって、この二離

菜の成長が景気の主体から取り侵された感がある。

このうちサ‾ビス業については一組こ寄生的性質をもつが、この所削相の総所得にしめる割合が少くなっている
のは注目に値する。

このように31年の産業活動は山般的に全産業にわたりめざましい成長をしめしているが、その飛躍的発展も産業を

個別にわたってみると決して一様ではなく、全権禁にしめる構成比も、それぞれ変化していることがうかがわれる。

4．個　　人　　支　　出

この項目は府民の実生活に最も直射する項目である0個人支出削酎ま、5購億円で前年の46揖偉円に比べ18．0％

の増加にあたり、分配所得の増加にはおよばないが、前年の増加率よりも4．3％上廻った上昇をみせている。それは

1人当り名目支出にしてはば1川6千円にあたり、前年の10万1丁・Hより8．7彪高い。

支出は個人税および税外負担と個人可処分所得の二つの項目よりなるが、前者は529億円で全体の9．6％をしめ、

前年よりも・割合において0■7％上昇しているが・残りの可処分所得は、前年の構成比91．1％が31年には弧4％に減

少している0しかしそれをなでみると・4％7億円で前年よりも716億円ふえ、1人当りにして17了5千円の増加にな

って、好景気が府民個々人にもかなり浸透したことが想像される0さらにこの点古くわしく調べてみると、先ず可処

分所得は消費と貯蓄よりなるが・消費は346鳩目で・その日％をしめ、前年の弘9ヲ‘より若干下廻っている。反対

に貯蓄は1524剛で27・7％をしめ前年の26・5％より上廻った数値を示している0しかも3軒の消費と貯蓄の上昇率

はそれぞれ14・4％・23・0％で、とくに貯蓄の23・0％は非常に大きく、所得の増加によって許民生活もうるおい杏里し

た結果、その所得を貯蓄にふ向ける割合舟次第に大きくなり・府民の支出内容もかなり変ってきていることを示し

消費のうちでは飲食費が全体の謁・0％をしめている以外はいずれも10％にみたないが、飲食軋光熱費、住民費が

ともにそれぞれ前年にくらペ10－刀％の増伽倦示しているのに対し、被服費だけは4〇％と大きく飛躍しているのは、

家計における所得の増加に伴って食料鷺の割合が隠少し・苦嗜（しゃし）費が増加するというエンゲル湖瞳裏付ける

ものとして注目に値するといえよう。一方貯蓄は1人当り6100円の増加で、その桐訳とんては個人業］二の純投資が

弧1％と前年より多少隠少している以外は、住宅新建設110・5％、預貯釦24・0％と増加し（借入金増加を含めて）証

券投資にいたっては、前年の188掛りの2倍近い値を示している。

なお預貯金増加および直接証券投資の増加は文字どおり将来への用意として、貯蓄性向のすう向を物語るものとし

て特記さるべきであるが、なかでも証剃蛸の増大は、府民個々人をして自ら投賢景気を体験させ、投資ブームの→
栗を荷なわせたものと考えてよいだろう。
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（荘）　革イ江：百万円。　蛮料　大阪府胞糊礪計課。



第2表　　　府　　民　　個　　人　所　得　（統）

個　人　賃　貸　料・利　子　所　得

所　　　　　　　　得　　　　　　　　額
項　　　　　　　　目

昭和2挿【昭和詔年l昭和刀年1昭和刀年l昭和31年

対前年此

（昭和31年）

個　人　賃　貸　料　所　得
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6380　　　　　7550

22　　　　　　　　45

6358　　　　　　7　5（：6

10929　　　　13402

5040　　　　　　6522

4732　　　　　　620：）

308　　　　　　　322

5889　　　　　　6掛〕

10477

55

10392

16443

8562

7997

課題

7〔蛤1

15139　　　　19883

7⊥　　　　　　　　84

15〔拓8　　　　　19799

20061　　　　251印

10421　　　　　13734

10172　　　　　13701

249　　　　　　　　33

9朗8　　　　　11426

（亘≡）　単位：百プラ円。　姿間・大阪守範深部禿計課。

振　　　　春　　　　所　　　　得

所　　　　　　　　得　　　　　　　　額
項　　　　　　　　目

昭和27年l昭和28年1昭和29年l昭和Ⅶ年卜昭和31年

対前年此
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（g壬：） 学位　百万円。　突撃†大反貯総軍汗耶統計果。

第3蓑　　　産　業　別　個　人　所　得‾
本表は個人所得の産薫別所得練成をみるために、第2表府民個人所得のうち、勤労所得と個人柴主所得を産業別に組みかえ

たもので、その他lこは個人宵賃瑠所得、個人利子所得、個人だ当所称、振替所得を含め、榊は噂民個人所得に一致する。

飴　　　　　　　　　　輌

勤労及び個人業主所得

⊥　農　林　水
農
林
水

林
鉱
建
製
卸
金
運
サ
公

農つ
‘

産

水産以外の産

産
専

売
動
益
ス

不
公

設
道
中
険
信
ビ

売
保
樋
l

融
輪

薫
葉
菜
業
　
窯
業
業
葉
菜
葉
菜
業
務

3．控　　除：社会保険料

そ　　　　　の　　　　　他

3個577　　　357314

273305　　　　331368

1018〕

9芸
704

扉
蒜
隅
釘
m
蒜
71
3
諾

腿
1
1
卯
7
1
1
1
2
4
4

1
9

2

115：0

10212

549

759

雌
冊
蒜
0
4
6
4
4

1
洞
A
E
l
蒜
描

田
］
⊥
2
乃
ュ
3
3
3
亜
⊥
2

3
⊥

406099　　　466325　　　　549598

348579　　　　395984　　　　464821

129茶　　　　　15911
11493　　　　　ユ4023

704　　　　　　　927

799　　　　　　　　911

諾
荒
諾
9
2
7
附
2
3
2

4
3
ュ
3
詔
糾
1
6
4
0
5
1
艮

つ
J
l

1
0
弘
3
8
4
4
9
4
5
6
1
7
8
2

9

9
2
8
⊥
4
7
－
O
U
5
∩
）

約
1
8
4
2
9
4
1
7
油
田
ュ
4

3
1

18（蔦1
15721

1244

1（二鳴6

％

118．0

117．4

113．4

111．7

134．2

119．2
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19慧　1監…
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（童≡）　単位：白フゴ門。　弓脊革十　大巧む仔嘉悉郡吉野統計課。

第4表　　　府　　民　　個　　人　　支　　出
本表は村民個人所得（第2表）が、個人消讐支出や個人私個人貯蓄として実際にどのように処分されたかを示

すもので、個人所得とこの個人支出をバランスさせることによって、府民経済計算上の個人勘定が作成される。

所　　　　　　　　得　　　　　　　　額
項　　　　　　　　目

昭和27年l　昭和詔隼　　昭和29年】昭和30年　て　昭和31年

対前年此

（昭和31年）

（空≡）　単位：白：万P。　資料　人反紆総務甜統汁深。

個　　人　　消　　費　　支　　出

（荘） 早成；百万円。　顎困　大阪肝総許紺統計課。




